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1. イントロダクション
• Xハイパー核分光実験

• スペクトロメータシステム - SksPlus –

• ドリフトチェンバー - SDC3 -

2. チェンバーの設計
3. チェンバーの性能評価

 検出効率の測定

 位置分解能の測定 ・ 解析

4. シミュレーションによるSDC3の評価
 まとめ
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① 束縛状態をはじめてピークとして観測する
（ 十分な統計量、エネルギー分解能 < 3MeV ）

② 束縛エネルギー
→ XNの引力の強さ（実部）

③ 束縛状態の幅
→ 強い相互作用（XN→LL）による転換幅（虚部）
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 XN相互作用に関する情報を引き出す


12C(K-, K+)反応を用いたXハイパー核の分光実験 @J-PARC

 ミッシングマス分光法



 SksPlus
 (K-, K+)反応に対応するため、

D磁石を追加して磁場を増強

 pK+ ~ 1.3 GeV/c
 Acceptance ~30 msr

SKS
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 SKS
 (p+, K+)反応を用いたLハイ
パー核分光実験に使用され
てきた

 pK+ ~ 0.72 GeV/c
 Acceptance ~100 msr

Target

ミッシングマスのエネルギー分解能 < 3 MeV

を達成するために、

Dp/p ~ 0.17%(FWHM)

SksPlus

1 m



1. 位置測定点の増加による運動量分解能向上への寄与
2. D磁石とSKSで運動量を別々に測ることが可能 → 一貫性のチェック
3. SksPlusの初期セットアップ時において上流側と下流側のチェンバーの正確

な位置合わせに使える
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SDC3

5台のドリフトチェンバーで
粒子の通過位置を測定
→ トラッキング
→ 運動量

D磁石とSKSの間にインストール
新規開発

目的

 多重散乱の影響による運動量分解能の悪化を極力少なくすることが必要！！

注意点
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 effective area : 1120×340 mm2

 drift length : 8 mm

 X（水平）方向3層
 六角セル構造 w/ shield wire

 Ar+C2H6(50:50)ガス
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電位分布

Vanode = GND

Vfield = -2.5 kV

anode wire : 20μm(W-Re)

field wire : 80μm(Al)

shield wire : 80μm(Al)
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電子のドリフトラインと等到達時間曲線
Layer1 のセル : Garfield Simulation

電場の乱れ shield wires

シールド
ワイヤー
導入

電場の乱れを補正！！
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Vs=0.6kV 固定

layer2

layer1

layer3

2.35 kV

0.5

Vf =2.35kV

固定

layer2

layer1

layer3
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フィールドワイヤー(Vf ) と シールドワイヤー(Vs )

の印加電圧の最適比

1.40 kV
Vs / Vf = 1.40 / 2.35

= 0.60

Vs/Vf =0.60

固定

layer2

layer3

layer1

Vf =2.5kV で
検出効率~99%

anode = GND

Vf

Vs    

layer1

layer2

layer3



10

trigger : S1×S2

Vf = -2.5 kV

Vs = -1.5 kV
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Ldrift : ドリフト距離

Ltrack : 直線トラックとの距離

残差 = Ltrack - Ldrift

X-T plot 

位置分解能
~ 280 mm

[mm]



 シミュレーションによりSksPlusの運動量分解能を求めた
 SDC3の物質量依存性

 SDC3での多重散乱の影響により、運動量分解能はインストールしない場合
よりも0.13 MeV/c程度悪化する

 しかし、Ar+C2H6(50:50)ガスの場合でも、Dp/p ~ 0.10%(FWHM) を達成

→ 実験からの要請（Dp/p < 0.17%）を十分満たす

 多重散乱の少ないHeベースのガスに変えられれば、運動量分解能はさらに
向上させられる
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1.3GeV/c

K+

He Bag

放射長単位のSDC3の厚さ

運
動
量
分
解
能

Δ
p

0.13MeV/c

SDC3

チェンバーの位置分解能
300mmを仮定




12C(K-, K+)反応を用いたXハイパー核の分光実験をおこなう
 3 MeV以下のエネルギー分解能で束縛状態のピーク位置と幅を測定

 高運動量領域に対応するため既存のSKSに改良を加え、SksPlusスペク
トロメータを構築

 ドリフトチェンバーSDC3を開発
 設計および電場計算

 性能評価→検出効率 （Vf=2.5kV, Vs=1.5kV以上で~99%）

→ 位置分解能 （280mm）

 シミュレーションにより運動量分解能への影響を評価
 実験からの要請(Dp/p < 0.17%)を十分に満たすDp/p = 0.10%(FWHM)

（ミッシングマスのエネルギー分解能: 2.5MeV）が見込まれる
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